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被災地NGO恊働センターは「最後の一人まで」をモットーに災害救援に取り組む団体です。
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新着ニュース



令和6年（2024年）能登半島地震の支援物資を募集しています！

    

被災地NGO恊働センターでは、七尾市中島町に拠点を構え、被災された方々に支援物資を配布しております。
在宅で暮らしている方々は、不便な生活を余儀なくされているのですが、ほとんど支援物資が届いていません。水道は徐々に復旧してきていますが、元通りの生活に戻るにはまだ時間がかかります。
現在、必要とされている支援物資の欲しい物リストを作成しました。
支援物資リスト

こちらのリストから購入いただければ、当センターの拠点に届き、被災された方々にお配りします。
ぜひご協力お願い致します。
＊この仕組みとは別に支援物資のご支援をご検討いただいている場合は、事前にご相談いただけますと幸いです。
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令和6年（2024年）能登半島地震の救援活動をおこなっています

    

令和6年（2024年）能登半島地震の被災地での支援活動を継続しておこなっています。
現地で活動拠点を構築し、物資提供、家の片付け、避難所のサポートなどの支援活動をおこなっています。
長期的な復興までのサポートをしていく予定です。ご支援・ご協力をお願いします。




活動の情報はコチラ




■活動支援金のご協力をお願い致します。
・クレジットカードでも寄付ができます。
　https://congrant.com/project/ngokobe/605
・Yahooネット募金でもご寄付できます。
　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008
・郵便振替
口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター
・銀行振込
ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556
　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター
＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。
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研修・講演・イベント・メディア掲載

    

被災地NGO恊働センターの登壇した研修・講演・イベントやメディア掲載情報です。（過去の一覧はこちらから）
講演・研修等の依頼はお気軽に事務局までお問い合わせください。講演・研修のメニューはこちら！
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その他ブログいろいろ
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トピックス




2023年7月九州北部豪雨水害の支援活動を実施しています！

    

2023年7月の大雨で被災した福岡県久留米市を中心に支援活動を行っています。




活動情報は、こちら





■活動支援金のご協力をお願い致します。
・Yahooネット募金
　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240007
・クレジットカードでも寄付ができます。
　https://congrant.com/project/ngokobe/605
・郵便振替
口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター
・銀行振込
ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556
　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター
＊お手数ですが、備考欄に「2023年九州北部豪雨」と記入して下さい。
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奥能登地震2023・5被災者支援活動を実施しています

    

2023年5月に発生した能登地震で被災した珠洲市での支援活動を実施しています。＊「奥能登地震２０２３」の活動は、公益社団法人Civic Forceとのパートナー協働事業として実施しています。




活動の詳細はこちら




■活動支援金のご協力をお願い致します。
・クレジットカードでも寄付ができます。
　https://congrant.com/project/ngokobe/605
・郵便振替
口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター
・銀行振込
ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556
　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター
＊お手数ですが、備考欄に「奥能登地震２０２３」と記入して下さい。
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トルコ・シリア大地震の救援活動へご協力を！

    

被災地NGO恊働センターでは、姉妹団体のCODE海外災害援助市民センターと連携して、2月6日に発生したトルコ・シリア大地震の救援活動を開始します。
当センターでは、CODEの活動を全面的にバックアップしていきます。
ご協力をよろしくお願いします。

詳しい活動レポートはこちら

☆救援募金にご協力下さい
郵便振替：00930－0－330579　
加入者名：CODE
＊通信欄に支援先を明記してください。
（例：「トルコ地震」）
＊募金全体の25％を上限として事務局運営・管理費に充てさせていただきます。
＊Yahoo!募金で寄付をしていただけます。
　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240006
＊クレジットカードをご利用の方は下記ページからご寄付いただけます。
　https://code-jp.org/donation/
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2022年8月3日からの豪雨災害の支援を行っています

    

新型コロナウイルスの影響に十分に配慮し、地元団体・個人と連携を取りながら支援活動を行なっています。ご支援・ご協力をよろしくお願い致します。




活動レポートはこちら
http://ngo-kyodo.org/202208gou/




■活動支援金のご協力をお願い致します。
★クレジットカードでも寄付ができます。
   https://congrant.com/project/ngokobe/605
★活動支援金を募集しています。
ゆうちょ銀行　一一九（イチイチキュウ）支店　当座　0068556
郵便振替：01180-6-68556 口座名義：被災地NGO恊働センター
＊お手数ですが、備考欄に「2022年8月豪雨」と記入して下さい。
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2019年8月秋雨前線による豪雨災害の救援活動を継続しています。

    

2019年8月の秋雨前線による豪雨災害の支援活動を継続しています。ご支援・ご協力をよろしくお願いします。





[image: ]










[php_everywhere]




インターンの学生インタビュー

    

インターンに参加してくれた神戸学院大学の難波さんに、ボランティアへの想い、インターンに参加するにあたっての想いなどを語っていただきました。




インタビュー記事はこちら
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防災・減災プログラムのご案内

    

当センターで行なっている災害ボランティアや防災・減災プログラムについての講演・研修メニューをまとめたパンフレットを作成しました。
ぜひご覧ください。




パンフレットはこちら
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		令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース　No.46[image: ][image: ] 自主避難所から、自立避難所へⅤー（南志見地区編：輪島市町野町）[image: ] 本レポートで紹介した輪島市町野町金蔵に行く道路は288号線だが、その隣に途中で枝分かれして277号線（宇出津・里町線）が外浦の海岸まで走っている。その海寄りの集落が輪島市町野町南志見地区だ。元日の能登半島地震以来、何度か被災地各地区の自主避難所や孤立集落を回っているが、大型ダンプ車が10台以上も連ねて走っている光景は初めてだ。277号線を南志見地区まで走っていても、それを想像させるほどの大規模工事を目にすることはない。おそらく外浦の海岸線で大規模な山崩れがあり道路が寸断されているので、ここの土砂を運んでいるのだろう。[image: ]　さて、地震前は約700人いた南志見地区だが、発災後一時約300人が２次避難された。残りは南志見公民館や東洋中学校や東大野の県の施設で避難生活を送っていたようだ。電気が通り始めた2月半ばに２次避難していた方々は少しずつ戻ってきた。私は、南志見地区尊利地地区に戻られた3世帯を訪ねた。お一人は、丁度2日前に戻ってきたところだが、輪島市内で働くので、ここから毎日通うのはきついということで、輪島で家を借りたそうだ。同地区区長さんは、「まだまだ不便なので、一度には戻って来ないだろう。みんなバラバラだ。ただ、4月12日から一部入居が始まる仮設住宅が完成すれば、戻ってくるよ！」と嬉しそうに語ってくれた。不便さは変わりないが、「少し離れたところのスーパーマーケットには生鮮食料もあるし、買い物は輪島市内に出るより、能登町まで行けば何でも買える。30分で行けるんだ！」と。[image: ] [image: ]この南志見地区には、かなりの規模で仮設住宅がそのまま災害復興公営住宅に移行する“石川モデル”という住宅が建設されている。5月には完成するのでは・・・？と言っていた。[image: ]ただ、この大規模な“石川モデル”が完成しても新たに集会所や談話室はない。もともとあった南志見公民館を使うことになるそうだ。他方、廃校になった南志見小学校グランドにも建設型仮設住宅の建設が進んでいるとのことで、おそらく全被災住民が入居できるのは難しいかも知れないが、大半は元の南志見地区に住めるということで、これまで築いてきたコミュニティが崩壊することはないだろうと思う。[image: ]　過疎地域を大災害が襲った能登半島地震だけに、消滅集落だとか、共同体消失だとか、耳障りな言葉が聞こえてくるが、まず南志見地区は伝統を引きつきながら、これまで築いてきた共同体の再出発が、もう目の前に来ているような気がする。[image: ]　是非、能登モデルと言えるような共同体を創り上げてほしいと願う！！　　　　　　　　　　　　　　（被災地NGO恊働センター　顧問　村井雅清）[image: ][image: ]＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。			
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		「令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース」No.45[image: ]自主避難所から、自立避難所へⅣー（北河内地区編：能登町）[image: ]　能登半島地震から3ヶ月が経ち、いつものことだが一部を除いて避難所の統廃合がピークを迎えている。その負の影響を受けるのが「自主避難所」と言われているところだ。自主避難所が次つぎと閉鎖されているのだ。閉鎖されるとどうなるか‥‥。[image: ][image: ]仮設住宅に入居できることが決まった被災者はひとまず「ホッ！」とされているが、閉鎖されると行くところがない被災者は、仕事の都合で車中泊に戻るか、無理無理在宅避難となるケースがでてくる。「先のめどが何もたっていないのに、終了時期が決まっているのはおかしい」と憤っている人もいる。（北陸中日新聞、2024・1・31の記事より）ごもっともだ！！ほんとうに何かおかしい！！「誰一人取り残さない」と日本政府や企業、NGO,NPOなど国際社会でも当たり前のメッセージとなってるにもかかわらず・‥‥？[image: ][image: ]　ところで、私たちの活動は2024年の地半島地震後に結成された「やさしや足湯隊」の活動とともに、同チームが活動しているのが自主避難所への物資配達およびヒアリングだ。すべてがアポなしで行かざるを得ないし、走ってみて「通行止め」もあり諦めざるを得ないこともしばしば‥‥。でも、大きな指定避難所に避難している人に聞けばだいたいわかる。[image: ][image: ]第6次足湯隊（3/28～3/31）は、表記の「北河内地区」に向かった。同地区は、本レポートのNO３８、３９でお伝えした輪島市町野町の金蔵地区の隣に位置する能登町にある。珠洲道路から入っていくが、途中で金蔵方面と北河内ダム方面とが別れ、北河内方面を走ると「北河内集会所」に行くことができる。[image: ][image: ]「北河内集会所」に辿り着いたのだが、入り口に張り紙をしていて「北河内集会所閉鎖（2月10日～）と書いてあった。その張り紙には、有難いことだが区長さんの携帯電話とお寺の番号が書いてあった。早速区長さんに電話をして、いろいろお話を聞かせて頂いた。こちらとしては、足湯が出来ないかという交渉をするのが第一義的な目的だが、集会所が閉鎖されているので難しいかなぁと思ったが、「足湯をしませんか？」と聞いた。[image: ][image: ]「水は山の湧き水があり、電気も通ったのでお風呂には入れるようになったので、足湯までは‥・・・」ということになった。ただ、自主避難所の閉鎖に伴って、救援物資も届かなくなるケースがあるのでは心配し、「二次避難所から戻って来られて食料や生活雑貨に困るのではないですか？食料など救援物資は届いていますか？」と尋ねたところ、区長さんは「2月8日に、住民みなさんと議論し、救援物資は要らないと決めた」という。その理由が「我々は、けが人もいないし、在宅避難だが何とか生活をしている。でも、輪島の方面の人たちはもっと大変だから、そちらに届けてあげて下さい」というのです。ここ能登では、「私たちはいいから、もっと困っている人へ」という話はよく聞くことだが‥‥。29年前の阪神・淡路大震災後に、「市民とNGOの『防災』国際フォーラム」は、被災地KOBEから「自立は支え合いから」というメッセージを発信したのだが、ここ北河内でそのことを思い出した。[image: ]（被災地NGO恊働センター　顧問　村井雅清）[image: ][image: ]＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。			
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		能登半島地震救援ニュースNo.44[image: ]「自主避難所から、自立避難所へⅢ -塩津上野編」[image: ][image: ]先日、第5次足湯隊の学生たちと能登半島の先端、珠洲市の自主避難所に物資をお届けに行った。[image: ][image: ]塩津上野集会所には、何度か物資提供や足湯ボランティアをさせていただいているが、ここをお世話しているKさんは、僕たちが着くやいなや、「あ〜、精神的に疲れたあ〜」と机にひれ伏すように語り始めた。[image: ][image: ]この地区には32世帯74人が暮らしており、70代の高齢者が大半だという。高台にある事から津波の被害はないが、3軒が全壊だという。　　[image: ][image: ]地震直後には地区外の人も含めて約100人がこの集会所に避難してきたそうだ。焚き火で暖をとり、畑の野菜をもらってきて鍋やおにぎりを作ってしのいだそうだ。[image: ][image: ]電気が通った事でほとんどの人は自宅に戻り、今、ここで寝ているのはKさんを含め2人だけだという。[image: ][image: ]1/1からずっと避難所のお世話をしてきたKさんは、地区の人達の名簿を自作し、年齢や家族構成、避難先を書き込んで一人ひとりを把握し、お世話をしてきた。避難者もいなくなってきた事からこの避難所も3月いっぱいで閉鎖されるという。Kさんは3ヶ月間突っ走ってきたこの重責からようやく開放される事から「精神的に疲れた。もう限界。。」という弱音をやっと吐けるようになったのだろう。[image: ][image: ]この集会所は、物資を取りに来る人もいる事から、しばらくは昼間だけ開けるそうだ。[image: ][image: ]「月に1、2回は集まってババ会(女性たちのお茶会)はやりたいわ」というKさんの顔は安堵の裏口にどこか寂しいのようなものがあった。最後に、「この前の足湯が気持ち良かったから、また来てほしいわ」と言った。[image: ][image: ]被災地では避難所が閉鎖、統廃合され未だ体育館などの避難所で暮らさなくてはいけない人、仮設住宅に当たった人、はずれた人、自宅に戻った人など様々な状況の人たちがいる。(吉椿)[image: ][image: ]＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。			
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		「令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース」No.43[image: ][image: ]4月1日で能登半島地震から3ヶ月が経ちました。[image: ]七尾市中島町では、仮設住宅が建設され、入居してから2週間近くが経とうとしています。初めての引っ越し作業では大阪から支援に駆けつけた大阪市従業員組合公園支部の方がお手伝いくださいました。鍵渡しの当日に避難所を退所だったため、一週間以上冷蔵庫がない人もいたり、高齢の方は、備え付けのIHコンロやボタン一つで自動で入れるお風呂の使い方がわからなかった人もいます。仮設で初めてお風呂に入った被災者の方からは、その日の夜に電話があり「3ヶ月ぶりに湯船に浸かれたよ！今が一番幸せ！」という声を聞きました。[image: ]　仮設はやはり狭く使い勝手がよくありません。入居された人たちから収納がない、隣の人にどれだけ音がしているのか？どこの誰が住んでいるのかわからない、集会所があればお茶飲みなどして、コミュニケーションが取れるのに、などの話を聞きます。また、点検口をあけるとそこはすぐ土で水が溜まってしまっているので、今後温かくなってくると虫や湿気が心配になります。[image: ]　少しずつですが、この度の地震で使われなくなった家財や食器などを仮設入居者の方にお渡ししたり、収納棚を作ったりしています。先日は、災害NGO結から頂いたコンパネで、一般社団法人おもやいのメンバーが仮設で棚づくりをしてくれています。お父さんも満足そうです。また、ベッドが用意できるまでダンボールベットを設置したり、井前工業様からご提供頂いたマットをお配りしたり環境改善をしていきます。[image: ]　（増島智子）[image: ][image: ]＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。			
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		「令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース」No.41 [image: ][image: ]春の足音が聞こえる能登半島。いまだ壊れた家屋が放置されたままの街。まもなく3ヶ月、被災地の緊急救援活動は続いています。[image: ][image: ]　学校再開に向けて避難所が統合され、仮設住宅への引っ越しも始まっています。七尾市内の避難所に運営サポートを行っています。ダンボールハウスの設置、長い避難生活で生活しやすいように住民さんの声に耳を傾けながら環境整備を行っています。全国から届いた畳を敷き詰め、ダンボールハウス・ダンボールベッドを設置、マットレスや懐中電灯をお渡しています。[image: ][image: ]　ダンボールハウスの中は、扉を閉めるとほぼ真っ暗で、ボランティアの手によりカッターで穴をあけ、サランラップで窓を作ります。すでにダンボールハウスで避難生活をしていた住民さんたちの知恵です。中には開閉式の窓もあります。扉には段差解消、取っ手をつけたりとボランティアも、職員さんも大忙しです。いくつかの避難所からの統合のため、今後は新たな避難所でのコミュニティづくりが課題となっていきます。足湯やカフェやマッサージなどを通して、少しでも快適な生活ができるよう関係団体と連携しながら活動していきます。[image: ][image: ]                                                                                    （増島智子）[image: ][image: ] ＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ][image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ][image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。[image: ][image: ]-- [image: ]※"まけないぞう"支え合い募金にご協力ください。[image: ]　http://ngo-kyodo.org/cooperation/donation_and_membership.html[image: ]■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■[image: ]　被災地NGO恊働センター[image: ]　　　E-mail　info@ngo-kyodo.org[image: ]　　　TEL　078-574-0701 FAX　078-574-0702[image: ]　　　〒652-0801　神戸市兵庫区中道通2-1-10[image: ]　【HP】http://www.ngo-kyodo.org/[image: ]  【Facebook】https://www.facebook.com/KOBE1.17NGO[image: ]　【東日本支援活動ブログ】http://miyagijishin.seesaa.net/[image: ]　【☆脱原発ハンストを実行する有志のブログ】http://blog.canpan.info/stopnps/[image: ]■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■			
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		「令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース」No.40[image: ][image: ]「やさしや足湯隊ニュース」No.1[image: ][image: ] [image: ][image: ]　私たちは能登半島地震の支援活動に携わりたい若者を中心として、足湯ボランティアを行う「やさしや足湯隊」結成しました。全国から集まる学生、若者と共に足湯ボランティアの活動を通して、被災地でほっと安らげる一時を提供し、被災した方々から発せられる一つ一つの「つぶやき」に向き合っています。[image: ][image: ] [image: ][image: ]先遣隊メンバー　山口さん（兵庫県立大学院）からの感想①[image: ][image: ]先遣隊は2月4日から4日間、能登半島地震で被災した輪島、珠洲の両市を訪問し、計3か所で足湯ボランティアを行いました。延べ約30名を相手に、足をお湯につけてもらいながら話を聞きました。以下では、派遣を終えて感じたり考えたりしたことを紹介します。[image: ][image: ]まず単純に、足湯ってすごいなと感じました。「私は畑をやっていてね。今の時期は大根やカブラが獲れるはずだったんだよ」。「手がゴッツイでしょ。むかしは水道の工事をやってました」。被災された方々にとって、私たちは見ず知らずの他人。にもかかわらず、足湯を介することで緊張が解け様々な話が溢れ出る。足湯には、ただホッと一息してもらうだけでなく、これまでの経緯を整理したり振り返ったりするツールとしての役割もあることを実感しました。[image: ][image: ]　続いて、災害支援では様々な「（人と人との）つながり」が大切であること。ここでいう「つながり」とは支援者間および、支援者と受援者との間にあるものです。前者について、足湯の準備や実施、片付けにあたってはチームワークとも呼べる「つながり」が重要だと感じました。誰かが指示するわけでもなく、自分が何をすれば良いか常に考えて動くこと。こうした目にみえない「つながり」が足湯の円滑な実施につながることを痛感しました。[image: ][image: ]また、後者について、私たちは支援者として現地に入ったつもりでしたが、派遣を終えてみて、逆に元気付けられたというか、被災された方々に支援してもらった感すらあります。「能登はやさしや 土までも」と表現される「つながり」を大切にする文化が、そうさせたのかもしれません。支援を中長期で継続するにあたっては、支援者にとってのインセンティブとして、受援者とのつながり大切になるのではと思いました。[image: ][image: ] [image: ][image: ] ＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。			
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		「令和6年（2024年）能登半島地震救援ニュース」No.39[image: ][image: ]      自主避難所から、自立避難所へーⅡ[image: ][image: ]　この金蔵集落には、足湯ボランティアで被災地入りしている大学生たちと訪問した。自主避難所「金蔵集会所」にお邪魔して、短時間だったが自然の尊さを学ばせて頂いた。地震の前は100余名だったが、区長の井池さんが小学生の頃、人口は500名を超えていた。この地域には4カ寺（一時は5カ寺あった）あり、山岳仏教としてこの地を守った。奥能登で最大規模の木造寺、「正願寺」もこの地にある。[image: ][image: ]　今回の地震では、金蔵で全壊した家はほとんどない。この地方の家の木には“能登ひば”の木が使われている。雪深い山で育った“ひば”を使うので、しなやかで、強い。雪の重さにも耐えられると。しかも、木を切るときには、切る前に木が立っている向きを見て、この木は家のここの柱に使うと決めてから切るそうだ。「新月に切った木は腐らない」と木こりさんから聞いたことがあるが、これも先人の知恵か。自然に逆らわない技だ。[image: ][image: ]ここでは地震後、毎朝お茶を飲みながら会議をし、お互い元気であることを確認し合っている。会議の後は、これからここに戻ってくる人たちのために、この集落を守っている人たちで在宅避難の様子を確認し、損傷の状況などもチェツクするそうだ。[image: ][image: ]　前号のレポートで「金蔵米（きんぞうまい）」のことに触れた。金蔵には大きい川がないため、米作りに不可欠な水は雨水だ。今回の地震で亀裂が入っていないかなど点検しなければならないが、雨水を溜めた池が11か所ある。[image: ][image: ]加えて、金蔵米が美味しい秘密は米が育つ気温と日中の明るさだという。ここでは3月20日が最も寒く、9月1日が最も暑い。こればかりは自然の摂理に逆らえない。　　[image: ][image: ]米が育つには満月の灯りが最適らしい。日差しが強く、日が当たりすぎてもダメだと。米もしっかり寝る必要があるそうだ。満月の優しい灯りが美味しい米を育んでいる。夜は明るいと米も寝られない。人間も同じだ。これが“美味しい”所以だと区長は笑う。しかし、今年は地震で米作りができるかどうかはわからないので心配だ。[image: ][image: ]　井池区長は、「60過ぎて村のありように口を出すところは、やがて潰れる。若い人が、中心になる村は潰れない！」と断言されていた。これはどの世界でも同じことが言えるだろう。金蔵に来ると人生訓も学べそうだ。金蔵には34歳のベルギー帰りの若者がいる。大丈夫だ！加えて、女性は３時半には自宅に帰す。日没になるまでに‥‥ということだそうだ。女性を大事にしているので、この村は潰れないだろう。[image: ][image: ]　金蔵（かなくら）には、金蔵寺（こんぞうじ）があり、金蔵米（きんぞうまい）があり、昔は逆から読んで“埋蔵金（まいぞうきん）”という地酒もあったそうだ。（了）[image: ][image: ]―水津樹紀、楊颸羽（ヨウ　シウ）、西受穂乃花、山村太一、村井雅清―[image: ][image: ]（＊前号で、西受穂乃花さんの名前を記すのを忘れました。大変、申し訳ありません。）[image: ][image: ]＊私たちの活動は、CivicForceのパートナー協働事業に支えられ活動しています。[image: ]www.civic-force.org/info/activities/earthquake202401/20240130.html[image: ][image: ]＊私たちの活動は日本財団「令和6年能登半島地震（2024年1月発生）に関わる支援活動」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]＊私たちの活動は赤い羽根共同募金会「ボラサポ・令和6年能登半島地震」の助成を頂き活動しています。[image: ][image: ]引き続き現地からの情報を発信していきます。[image: ]ブログはこちら→http://ngo-kyodo.org/2024noto/[image: ][image: ]■活動支援金のご協力をお願い致します。[image: ]・クレジットカードでも寄付ができます。[image: ]　https://congrant.com/project/ngokobe/605[image: ]・ヤフー募金でもご寄付いただけます。[image: ]　https://donation.yahoo.co.jp/detail/5240008[image: ]・郵便振替[image: ]  口座番号：01180-6-68556／加入者名：被災地NGO恊働センター[image: ]・銀行振込[image: ]  ゆうちょ銀行　一一九支店　当座番号　NO.0068556[image: ]　名義：ヒサイチNGOキョウドウセンター[image: ]  ＊お手数ですが、備考欄に「2024年能登半島地震」と記入して下さい。[image: ] [image: ]※"まけないぞう"支え合い募金にご協力ください。[image: ]　http://ngo-kyodo.org/cooperation/donation_and_membership.html			
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